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䣕 

尊
厳
あ
る
暮
ら
し 

䣖 

施
設
入
所
支
援
課 

課
長 

岡 

義
雅 

 寒
さ
が
厳
し
か
䣬
た
こ
の
冬
も
終
わ
り
䣍
最
近
で
は
す
䣬
か
り
春
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
䣎 

社
会
福
祉
法
人
以
和
貴
会
も
新
年
度
を
迎
え
䣍
新
人
5
名
が
入
職
し
䣍
大
幅
な
人
事
異
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
䣎
そ
の
異
動
に
よ
り
䣍
私
は
令

和
四
年
四
月
か
ら
施
設
入
所
支
援
課
課
長
を
拝
命
し
ま
し
た
䣎
こ
れ
か
ら
は
䣍
現
場
ス
タ
䣹
フ
と
協
力
し
て
支
援
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
䣍
ご
利
用
者

様
へ
の
最
適
な
支
援
を
構
築
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
䣎 

ゆ
ら
く
の
里
・
風
鈴
山
荘
で
は
合
計
71
名
の
方
々
が
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
が
䣍
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
方
が
六
割
に
も
上
り
ま
す
䣎

自
分
の
意
思
を
言
葉
で
伝
え
る
事
が
困
難
で
あ
り
䣍
そ
の
為
に
情
緒
が
不
安
定
に
な
る
方
が
そ
れ
だ
け
の
人
数
い
ら
䣬
し
䣭
る
と
い
う
こ
と
で
す
䣎

ま
た
䣍
ご
利
用
者
様
の
高
齢
化
も
進
み
䣍
支
援
度
の
高
い
方
も
多
く
い
ら
䣬
し
䣭
い
ま
す
䣎
こ
う
し
た
方
一
人
一
人
に
対
し
て
満
足
し
て
頂
け
る
支

援
を
す
る
た
め
に
は
䣍
支
援
者
同
士
の
よ
り
良
い
チ
䤀
ム
ワ
䤀
ク
が
何
よ
り
大
切
で
す
䣎
支
援
は
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
䣎 

私
が
初
め
て
障
が
い
福
祉
に
関
わ
䣬
た
の
は
お
よ
そ
20
年
前
の
こ
と
で
す
䣎
他
者
と
関
わ
る
中
で
情
緒
を
乱
し
が
ち
な
方
に
対
し
て
ど
う
い
う

支
援
を
し
た
ら
落
ち
着
い
て
過
ご
し
て
頂
け
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
末
䣍
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
に
つ
い
て
も
䣬
と
知
る
べ
き
だ
と
思
い
䣍
様
々
な

研
修
に
参
加
し
ま
し
た
䣎
そ
の
中
で
䣍
自
分
だ
け
が
学
ん
で
知
識
を
獲
得
し
て
も
あ
ま
り
意
味
が
無
い
事
も
分
か
䣬
て
き
ま
し
た
䣎
支
援
者
全
員
が

正
し
い
認
識
を
持
ち
䣍
統
一
し
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ
と
気
づ
い
た
の
で
す
䣎
全
て
の
支
援
者
の
知
識
と
経
験
値
を
上
げ
䣍
チ
䤀
ム

一
丸
と
な
䣬
て
ご
利
用
者
様
に
寄
り
添
う
事
が
一
番
大
切
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
䣎 

以
和
貴
会
の
法
人
理
念
は
䣍䣓
人
と
し
て
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
と
䣍
そ
の
人
ら
し
く
そ
の
人
な
り
の
人
生
を
支
え
続
け
る
䣔
で
す
䣎
こ
の
理
念
の
も

と
䣍
全
て
の
ご
利
用
者
様
に
䣓
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
䣔
を
し
て
頂
く
為
に
䣍
ど
ん
な
に
重
い
障
が
い
が
あ
䣬
て
も
䣍
ご
本
人
の
意
思
を
汲
み
取
り
䣍
見

せ
か
け
の
意
思
決
定
支
援
で
は
な
く
䣍
真
の
意
思
決
定
支
援
を
進
め
て
行
け
る
よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
䣎 

そ
の
為
に
は
䣍
二
つ
の
質
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
䣎
一
つ
目
は
䣓
ご
利
用
者
様
の
生
活
の
質
䣔
の
向
上
で
す
䣎

こ
れ
は
䣍
ご
本
人
が
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
満
足
で
き
䣍
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
が
い
を
持

䣬
て
人
間
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
事
で
す
䣎
二
つ
目
は
䣓
支
援
者
の
専
門
的
な
支
援
の
質
䣔
の
向
上
で

す
䣎
合
理
的
配
慮
を
さ
れ
た
䣍
ご
利
用
者
様
本
人
に
と
䣬
て
わ
か
り
や
す
い
支
援
を
䣍
支
援
者
全
員
が
統
一
さ
れ

た
認
識
を
持
䣬
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
䣎
こ
の
二
つ
の
䣓
質
䣔
を
向
上
さ
せ
䣍
支
援
者

が
協
力
し
合
䣬
て
ご
利
用
者
様
の
䣓
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
䣔
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
䣎 

ご
利
用
者
様
の
よ
り
良
い
人
生
を
支
え
続
け
る
た
め
に
䣍
微
力
な
が
ら
鋭
意
努
力
を
重
ね
䣍
前
に
進
ん
で
ゆ
く

所
存
で
す
䣎
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎 
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 オミクロン株が大流行し、“アトリエそれいゆ”の再開はままならない状態ですが、アート活動を希望される方

に対し、現在、ご自宅で制作を楽しめるようにアートの素材を提供し、「アトリエそれいゆ通信講座」を展開して

います。 

 「制作する時の感覚を、良い状態で維持できるように」という目的で、通常のアトリエ活動を開催できるよう

になるまでと思い、制作材料をご用意させていただいていますが、早 3 年目を迎えるまでに至りました。 

 コロナ以前は、空気のごとく当たり前のように開催していた“アトリエそれいゆ”が、実は数多くの幸運や恵

まれた環境・多くの方の励ましにより支えていただいていたことに、改めて気が付いた休業期間でもありました。 

 一日も早いコロナ禍の収束を願う一方で、クラスター発生という最悪の事態を想定した時に、「皆で集ってアト

リエ活動をするのは時期尚早ではないか」という迷いもあり、かつての取り組みが復活するのは、もう少し先の

話になりそうです。 

 現在の活動内容である「アトリエそれいゆ通信講座」では、参加されている方の制作スタイルや制作ペースを

大切にしながら、毎月最高で 4 枚の制作課題を提出していただいています。テーマをスタッフと相談して決めて

いる方もいれば、ご自身で自由に制作されている方もおられ、それぞれの方が独自のスタイルを貫いている為、

作品をみれば、誰の作品か一目瞭然です。毎月拝見する作品を楽しみにしながら、「アトリエそれいゆ通信」とい

う作品発表の紙面を作り、当法人全スタッフや作者さんのご家族と共有しています。また、完成した作品は大切

に保管し、コロナ問題が本当の意味で解決した暁には、作品展を開催して、応援してくださる皆さんと共に、再

び芸術の喜びや活動できることへの感謝を分かち合いたいと考えています。 

「継続は力なり」と言いますが、アートを通して、これからも皆さんの持っている力を最大限に引き出せるよう、

また、様々な経験を皆さんと共に積んで、活動できることの喜びを享受できるように頑張りたいと思います。 

アート活動「アトリエ それいゆ」便り 絵画サークル・アトリエそれいゆ 

岡橋 三起子 

- - 
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■ 登大路総合法律事務所・作品レンタル 

2016 年から始まった「登大路総合法律事務所・作品レンタル」は、2022 年現在も継続中で、2 か月に 1 度、

作品を入れ替える為に法律事務所がある奈良市に向かいます。 

所長弁護士の田中啓義先生は、いつも作品を搬入しに来た私を温かく迎え入れて下さり、搬入される作品を楽

しみにして下さっています。本来であれば、作者さんと共に搬入に伺うべきところなのですが、新型コロナ感

染の流行状況を考えると複数人での搬入は難しくなっています。 

そのような現状でも作品レンタルを継続してくださっている田中先生や、理解を示してくださっている法人ス

タッフの皆さんには、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。 

登大路総合法律事務所での展示風景 
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はぐらいぶ・ゆらくデイを卒業していく子どもたちの「卒業お祝い

パーティー」を開催しました。まずは各クラスでハンバーグ作り。 

感染防止対策を徹底しながら調理をし、個性豊かなハンバーグが出

来上がりました！完成したハンバーグを食べたあとは、お楽しみの

リモートビンゴ。お互いのクラスの様子を大きなスクリーンで映し

出し、笑顔で手を振りあう児童もいるなど、リモートを通して交流

も行なえました。最後の卒業生を送る会では、卒業生に一人ずつス

タッフから卒業証書を手渡し、今後の抱負を一言述べてもらいまし

た。卒業生が前に立って一生懸命話す、たくましく成長した姿は、

とても感動的でした☆ 

児童部門『卒業お祝いパーティー』 

3 月 5 日 

ゆらくの里『お花見』 

通所事業『令和 4 年度 エントランスセレモニー』 

4 月 1 日 

4 月 2 日 

ゆらくの里敷地内に咲く桜の木の下でお花見をしました。 

当日は天気も良く、絶好のお花見日和！ 

…ということで急遽、なごみ棟のご利用者様とお花見をしながら 

昼食を食べることに。 

急なことにも関わらず、厨房のスタッフが桜ご飯の入った 

特製の『お花見弁当』を準備してくれました。 

ご利用者様は「桜、きれいやなぁ～」と 

呟きながら美味しそうにお弁当を 

召し上がられました。 

香芝市中央公民館にて、香芝市の福岡市長をはじめとする

多数の来賓の皆様にご臨席頂く中、「令和 4 年度 エントラ

ンスセレモニー」を開催しました。今年度、新たに 5 名の

ご利用者様を通所事業（今人 1 名、我楽 2 名、すみれの里

2 名）に迎えることが出来ました。式典では皆様、緊張か

らかいつもより静かな様子でしたが、紹介の際には、元気

よく立って会場の皆様に挨拶をされました。式典終了後

は、ふれあいキッチン SORA にて、モンステラ工房の特製

ケーキを召し上がっていただきながら、各事業所の管理者

より活動内容の紹介やスタッフとの交流など、楽しい時間

を過ごしていただきました 
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2 年の歳⽉をかけ、「ナチュラルカフェモン

ステラ」の 2 種類の新⾷パンが誕⽣︕ 

どちらを選ぶかはあなたの好み次第︕ 

5 月 6 日（⾦）より店頭で販売致します。 

また、店頭での販売に先駆け、5 ⽉ 1〜3 日

までの 3 日間、「近鉄百貨店奈良店」 

地下 1F の⼤和路ショップ内で先⾏販売致

します。 

ぜひご賞味ください☆ 

P oco 

a 以和貴会  
～ ナチュラルカフェ モンステラ ～ 

『ナチュラルカフェ モンステラ』新⾷パン誕⽣︕︕ 
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新 入 職 員 紹 介 
ご利用者のために精いっぱい頑張ります 

どうぞよろしくお願いします 

ゆらくの里（歯科衛生士）正職員

橋本
はしもと

 彩
さや

香
か

（1 月 17 日入職） 

皆様のお口のケアを担当させて頂きます。

至らぬ点があるかと思いますが、私なりに

一生懸命取り組む所存です。気軽に歯の相

談をして下さると幸いです。 

よろしくお願い致します。 

宮口
みやぐち

 朋子
と も こ

（2 月 1 日入職） 
我楽（さぽーと） パート   

2 月より勤務させて頂いております。 

至らぬ面ばかりですが、ご利用者様と共に

日々成長していきたいと思っております

ので、ご指導よろしくお願い致します。 

河村
かわむら

 拓
たく

実
み

（4 月 1 日入職） 

安部
あ べ

 和代
か ず よ

（2 月 1 日入職） 

井口
い ぐ ち

 花
か

菜
な

（4 月 1 日入職） 

ゆらくの里 正職員   

大学で学んだ福祉に関する知識を活かし

て、多くの方々の役に立ちたいと思ってい

ます。分からないことなどを先輩職員の

方々からご指導いただき、日々成長できる

ように努力していきたいと思います。 

ゆらくの里 正職員   

我楽（工房） パート   

4 月よりゆらくの里の配属となりました。 

ご利用者様が楽しく笑顔で過ごせるよう、

笑顔で頑張りたいと思います。 

宜しくお願い致します。 

2 月よりモンステラカフェで働かせて頂

くことになりました。 

ご利用者様が安心し、「仕事に来るのが楽

しい」と思って下さるよう頑張りますの

で、どうぞよろしくお願い致します 

昨年の 6 月より派遣社員としてお世話にな

っておりましたが、今年の２月に直接雇用

のスタッフとして迎えて頂きました。先輩

の皆さんにアドバイスを頂きながら、これ

からも頑張っていきたいと思っています。 

2 月から勤務させて頂いております。 

早く仕事を覚えて、ご利用者様やスタッフ

さんのお役に立てるように頑張っていき

たいと思いますので、どうぞよろしくお願

い致します 

我楽（カフェ） パート   

辻
つじ

 さちよ（2 月 1 日入職） 
ゆらくの里 パート   

遠地
え ん ち

 彩
あや

香
か

（2 月 7 日入職） 

ゆらくの里 正職員   

4 月からゆらくの里で正社員として働く

ことになりました。ご利用者様が安心して

過ごせるようお手伝いをさせていただき

ます。日々努力していきますので、どうぞ

よろしくお願いします。 

山下
やました

 怜那
れ な

（4 月 1 日入職） 

ゆらくの里 正職員   

大学時代は芸術を学びながら、障がい者ア

ートにも興味を持つようになりました。夢

は障がい者アートを広めることです。少し

でも早く仕事を覚え、ご利用者様が快適に

過ごせるようサポートしていきたいと思

います。よろしくお願いします。 

若 林
わかばやし

 弘子
ひ ろ こ

（4 月 1 日入職） 西田
に し だ

 真子
ま こ

（4 月 1 日入職） 
児童支援部門（JOY） 正職員   

4 月より放課後等デイサービス JOY クラ

スで勤務させて頂いております。分からな

いことだらけでご迷惑をお掛けすること

もあるかと思いますが、子どもたちと一緒

に日々成長していきたいと思っています。 

よろしくお願いします。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

岡
おか

 義
よし

雅
まさ

 

施設入所支援課 

ゆらくの里 課長 

（地域支援課 課長） 

施設入所支援課 課長として異動となりま

した。私自身の決意は、表題に書かせてい

ただきました。毎日楽しい職場にしたいと

思っています。よろしくお願いします。 
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森田
も り た

 誠
せい

治
じ

 

施設入所支援課 

ゆらくの里 課長補佐 

（今人 課長補佐） 

5 月 1 日よりゆらくの里で勤務させて頂

きます。一日を大切に、ご利用者様の暮ら

しを皆さんで支えていけるように努めて

いきますので、宜しくお願い致します。 

大森
おおもり

 祥
よし

貴
き

 

施設入所支援課 

ゆらくの里 生活支援員 

（我楽カフェ 支援員） 

この度、ゆらくの里へ異動となりました。 
私は４年と半年、モンステラカフェにて勤
務しておりました。勝手の違う所だらけで
皆さんに手間を取らせる事が多々あると
思いますが、新生ゆらくの里の礎となれる
よう努力して参ります！ 

吉田
よ し だ

 司
つかさ

 

施設通所支援課 

すみれの里 リーダー 

（ゆらくの里 リーダー） 

5 月 1 日よりすみれの里へ異動になりまし

た。ゆらくの里での経験を活かし、すみれ

の里のご利用者様・スタッフの皆さんと 

日々の生活を大切に、笑顔で歩んでいきた

いと思います。どうぞ宜しくお願いします。 

異 動 職 員 紹 介 今年度、下記の通り人事異動を実施致します。 

これから新しい部署で頑張ります。宜しくお願い致します。 

この度、我楽（さぽーと）へ異動となりま

した。これまでの経験も生かしながら、初

心に帰り一から学ばせて頂きたいと思い

ます。宜しくお願い致します。 

5 月 1 日より今人で勤務させて頂く事に
なりました。新しい職場でのスタートにな
り、ご迷惑をおかけする事も多々あるかと
思いますが、少しでも早くお役に立てるよ
う日々頑張りたいと思います。よろしくお
願い致します。 

4 月 4 日より今人に異動になりました。 

新しい場所でもご利用者様が充実した

日々を送れるよう笑顔で支援していけれ

ばと思います。これからもどうぞ宜しくお

願い致します。 

生活支援センターしぇ～くへ異動になり

ました。これまでの経験をもとに、地域で

お住いの方が抱えている悩みや置かれて

いる状況に応じた相談に乗って一緒に暮

らしを考えて行きたいと思います。 

4 月 1 日よりそ～る 123 へ異動になりま

した。新しい環境でも初心を忘れずに頑張

っていきたいと思っています。これからも

ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致しま

す。 

服部
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地域支援課 

そ～る 123 課長補佐 

（しぇ～く 相談支援員） 
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施設通所支援課 

我楽 さぽーと リーダー 

（ゆらくの里 リーダー） 

施設通所支援課 

今人 生活支援員 

（すみれの里 支援員） 

施設通所支援課 

今人 生活支援員 

（はぐらいぶ 指導員） 

地域支援課 課長 

（施設入所支援課 課長） 

地域支援課 

そ～る 123 支援員 

（ゆらくの里 生活支援員） 

地域支援課 

そ～る 123 支援員 

（ゆらくの里 生活支援員） 

4 月 1 日よりそーる１２３へ異動するこ

とになりました。 

ご利用者様に少しでも楽しい時間を過ご

していただけるように頑張りたいと思い

ます。 

4 月 1 日よりそ～る 123 へ異動になりま

した。地域支援という新しい環境で頑張り

たいと思っています。これからもご指導ご

鞭撻のほど宜しくお願い致します。 

この度、企画推進室へ異動することとなり

ました。これから、いろいろな事業所の

方々と連携してよりよい職場を目指して

いきます。これから何かとお世話になる事

がありますが、宜しくお願いします。 

※（  ）は旧所属部署 

※異動時期については、各事業の業務都合により異なります。 

事業企画推進室 室員 

（ゆらくの里 生活支援員） 



  

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 最後に ～

P 
oco 

P oco 

a 

-8- 

4 月 1 日に、すみれの里で『令和 4 年度 入職式』を開催しました。今年は 5 名の方が仲間として入職。 

理事長からの辞令交付のあと、自己紹介では各々に熱くて、希望に満ち溢れた抱負を語ってくれました。 

入職式後は、桜の前での記念撮影や、ふれあいキッチン SORA での食事会で管理者や新入職員同士の親交を 

深めました。新しく入職された 5 名のこれからの活躍にご期待下さい。 

«ありがとうございました» 

多くの方よりご寄附をいただきました。皆様方からの寄附を施設整備など、有効に活用し、ご利用者様のた
めに使用させていただきます。 

≪個人≫ 
  牧村元嗣、飯原隆美、宮崎俶子、久門喜美夫、堀謙輔 

≪業者ほか≫ 
  (株)ステップワン、林硝子(株)、老松園、(株)田原建設、阪本石油(株) 

（順不同・敬称略） 

«賛助会員募集» 

引き続き賛助会員を募集いたします。同封の振込用紙にて会費のお振込を是非お願い申し上げます。 

寄附金控除を受けるための領収証をご希望の方は「通信欄」にてご連絡ください。 

発  行： 社会福祉法人 以和貴会 

住  所： 〒639-0261 

奈良県香芝市尼寺６１６番地 

編集責任者：理事長 下村 卓司 

Ｍａｉｌ： office@yuraku.or.jp 

発 行 月： 令和 4 年 4 月 

《編集後記》 
「寒いな～」と思っていたら急に暖かくなり、桜もパッ
と満開を迎え、瞬く間に葉桜へと変化していきました。 
4 月は、入学式・クラス替え・入社式・人事異動など、
大きな変化が目白押し。当法人でも新たな仲間も増え、
過去最大の人事異動という変化がありました。心機一
転、新たな仲間と共に、今年度も精一杯頑張っていきた
いと思います。宜しくお願い致します。 

令和 4 年度 入職式 


